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1969 「音楽のための 10 か年計画」の策定 
1982 左派政権への政権交代 
1982 第 1 回「音楽の祭り」の開催 






1995 「シテ・ド・ラ・ミュジック」（Cité de la musique）の開館 
1995 国民的会議「公共政策とアンプ音楽」の第 1 回開催 




 1998 文化省内に「現在の音楽」検討委員会（CNMA）を設置 
1998 「現在の音楽」検討委員会（CNMA）報告書発表 
































2006 年 6 月 











































































































































































・1987 年の CD に対する付加価値税の軽減税率（レオタール法） 








 1997 年より，トロトマン（Cathrine Trautmann）文化大臣が，この領域に新しい局面を与えた。
それは，1998 年に「委員会」を設置したことで，その委員長にはアレックス・デュティ（Alex Dutilh）
が任命され，報告書が作成され，この報告書によって「現在の音楽」に対する政策は新たな時代を迎
えた。これにより，当該領域に対して割り当てられる予算を 2 年で増加させることができ，1999 年
から 2000 年にかけて新予算の累積額は 600 万ユーロとなった。この増加は大変重要な価値を有する
がそれでもまだ十分とは言えない。また同時に 1998 年 8 月の通達で新たな「現在の音楽」地域拠点
（SMAC）の創設を示し，助成額は 170 拠点に対して，それまでの 7,500 ユーロから，35 万ユーロ
へと増やされた。 
 このような動きがある一方で，この領域の構造化は少しずつ進められた。音楽ジャンルや専門別に

















 事実，「現在の音楽」に割り当てられている予算は少なく，2005 年では 1800 万ユーロであり，こ
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 れは実演芸術に対する予算の 2.7％でしかなく，また専門職員（監察官）の数も僅かである。 
中央政府では，この領域の発展は，「活動家」ともいえるような専門職員（監察官）にかかっていると



































































































 予算計画について，1998 年からこの領域に対する予算措置は若干上昇している（毎年 100 万ユー
ロ程度増加）が，それでも大変不足している。 






ながら，そこで徴収し再分配できる予算は，他の同じような国の組織（CNC15 及び CNL16 等）や文
化活動を行う民間会社の基金と比べて非常に少ない。 





ナンシーにおいて発表された 2006 年から実施される施策について 
 税制優遇について，フランスにおいて行われた CD，ビデオ制作に関する企業の製作費について 20%
を控除してきたが，そこにアーティストのキャリア形成に関する経費についても含められるようにし
た。IFCIC17 内に特別基金を政府が設置し，音に関する作品の制作者に低利貸出をできるようにした
こと（それまで IFCIC は，彼らに対して保障するのみであった）。 
 国民的議論の場として，「現在の音楽」高等評議会が設置されたこと（2006 年 10 月 6 日 Renaud 
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 Dnnedieu De Vabre18が発表）。これは 2004 年春に関係団体連盟より要請されていた。設置目的の枠








































 そしてこれらは，4 つの主要な目的によって構成されている。 
１）明確化した任務を中心に関係団体を再結集させること 




























































6 ミッテラン大統領のもと，1981-86 年，1988-92 年にかけて文化大臣を務め，その文化政策が注目される。 
7 1981-86 年にかけて文化省音楽舞踊部長を務める。雑誌 le nouvel observateur（ル・ヌーヴェル・オプセルヴァ
トゥール）誌において，音楽評論活動を行っていた。 
8 1988-91 年にかけて，文化省音楽舞踊部長を務める。著書 la comédie de la culture, seuil, 1993 において，ジャック・
ラングの文化政策を批判している。 
9 Fonds d’action et d’initiative rock. 
10 Association des festivals innovants en jazz et musiques actuelles ジャズ及び「現在の音楽」関連のイベント団体
連盟 
11 Fédération des lieux de musiques actuelles et amplifiées「現在の音楽」に関するコンサート会場連盟 
12 Fédération nationale des écoles d’influence jazz et musiques actuelles ジャズ及び「現在の音楽」に関する教育
機関連盟 
13 Société française d'enquêtes par sondages 
14 Centre national de la chanson, des variétés et du jazz 
15 Centre national de la cinématographie 
16 Centre national du livre 
17 Institut pour le financement du cinéma et des industries culturelles；映画及び文化産業に対する支援を行うため
の基金である。 
18 当時の文化大臣である。 
19 1990 年に文化省及び著作権協会（SACEM）の支援を受けて創設されたアソシアシオンである。 
20 1995 年に創設された，文化省公施設法人で音楽研究，教育活動を行い，コンサートホール，音楽博物館などを有す
るほか，サルプレイエル（コンサートホール）の運営も手掛けている。 
21 Le fonds pour la création musicale；著作権，著作隣接権関連団体を再編して創られた音楽創造のための支援基金で
ある。 
22 Musique française d’Aujourd’hui；1978 年に文化省，ラジオフランス，著作権協会の主導のもと，音楽出版社
が協力して創られた組織で，ジャンルを問わず CD などを制作している。 
23 ロック活動基金；「現在の音楽」領域のアーティストの活動支援をする団体である。 
24 Centre national de la musique；なお，設置が具体化されていたが，結局取りやめとなった。 
25 Centre national du cinéma 
26 Michel foucault, Les mots et les choses, Gallimard, 1966.の最後の文章からの引用と考えられる。 
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